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●展示紹介

本展では企画協力者の塩瀬隆之氏によ
る「問い」とともに、ちひろの作品に向
き合い、みんなで「へいわ」について考
える機会をつくります。
※前編は安曇野ちひろ美術館・美術館だ
より№１１４に掲載しています。
みんな　の　こんにちは
展示室に入り、最初の額の前に立つ

と、子どもたちが現れて、こちらに向か
って「ボンジュール」、「ナマステ」、「ハ
ロー」……、１４の言語で「こんにちは」
とあいさつをします。本展のディレクタ
ーをつとめるアートユニット plaplax が
制作したインタラクティブな作品のひと
つです（図 １）。不思議なことに、子ども
たちが本当に語りかけているように感じ
られます。「子どもはインターナショナ
ル」と語ったちひろが、世界共通の子ど
もの心をとらえている証なのかもしれま
せん。知らないことばでも、ちひろが描く
子どもたちにあいさつをされたら、すぐ
になかよくなれそうな気がしてきます。
このこは　だあれ？
木の箱がならんでいます。箱のなかを

のぞきこむと、子どもの顔が見えます
（図 ２）。つぶらなひとみのいきいきと
した顔、あどけないあかちゃんの顔、悲
しそうな顔……。それぞれの顔が描かれ
た絵は展示室のなかに展示されていま
す。どの絵の子どもなのか探してみてく
ださい。そして、子どもたちがどんな境
遇にいるのか想像してみてください。
ひとり　ふたり　みんな
「へいわは　なんにんから　はじま

る？」この問いに、みなさんはどのよう
な考えがうかんできたでしょうか。ひと
りからでしょうか。それともふたりから
でしょうか。ひとりでも、ふたりでもな
いことを、みんな、というのでしょう
か。ちひろが描いたひとりたたずむ子ど
もや、友だちと遊ぶ子どもの絵を見なが
ら、考えてみてください（図 ４・ ５）。
やさしい問いのようですが、さまざまな
考えがうかんでくることでしょう。
となりにきたこ　どんなこ？
ちひろの絵本『となりにきたこ』には、

おとなりに越してきた同じ年頃の男の子
と遊んだちひろ自身の思い出が映し出さ
れています。この絵本には、ふたりの子ど
もがなかよくなるまでのもどかしい気持
ちがリアルに描かれています。plaplax
は、ふたりの関係をはかるベンチをつく
りました（図 ３）。ふたりがどこに座った
ら、お互い心地よくいられるでしょう
か。想像しながら座ってみてください。

いわさきちひろ�ぼつご５０ねん　こどものみなさまへ　みんな　なかまよ
２０２４年１０月１２日（土）～２０２５年１月３１日（金）
主催：ちひろ美術館　協力：谷川俊太郎　講談社
後援：絵本学会、（公社）全国学校図書館協議会、（一社）日本国際児童図書評議会、日本児童図書出版協会、杉並区教育委員会、西東京市教育委員会、練馬区

企画協力　塩瀬隆之（京都大学准教授／システム工学、インクルーシブデザイン）

日本科学未来館ロボット展リニューアルで問いの監修、
徳島県立博物館リニューアルでインクルーシブデザイン
の観点から監修するなど、多様な人を深い学びに誘う
「問い」のデザインを探究し続けている。

「平和のはんたい」を考えるとしたら、みなさんはどんなことばを思い浮かべ
ますか。もし「戦争」や「争い」といったことばを使わないとしたら、どんなこ
とばを頼りにしますか。いわさきちひろにとって、心を痛めたであろう戦争につ
いて直接扱った作品は多くはなく、それ以上にただ子どもを描き続けたのです。
「子どもは、そのあどけない瞳やくちびるやその心までが、世界じゅうみんなお
んなじ」。子どもの絵本を描いてきたちひろならではのこの視点こそ、本企画で
平和と向き合う拠り所です。何か人生のかなしいときや、絶望的になったとき
に、その絵本のやさしい世界をちょっとでも思いだしてほしいというちひろの声
が、平和に向き合うわたしたちの力になると信じて。
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●展示紹介

ともに考える
本展では、展示だけではなく、ワーク
ショップを通して、来館されたみなさん
がそれぞれに「へいわ」について考えを
深めたり、他の人が考える「へいわ」に
ついて知ったりする機会をつくります。
館内には、塩瀬氏が考えた約３０の「へ
いわ」についての問いがいたるところに
設置されています。例えば「へいわ　と
　はれのひ　どっちが　あたたかい？」
「へいわは　つくるもの？　みつけるも
の？」など。思わぬところで、意外な問
いに出会うことでしょう。

展示室のなかには、ワークショップに
取り組むことができるコーナーもありま
す。「へいわ　を　あなたの　ことばで
　いいかえると？」という問いに対し
て、それぞれの考えをふせんに書いて、
窓ガラスに貼っていきます。「家族とお
いしいご飯をたべること」「安心して昼
寝ができること」など、子どもから大人
までみんなで協力して、いろいろな視
点、たくさんのことばで「へいわ」を探
してみませんか。他の人のことばから新
たな気づきも得られることでしょう。
� （原島　恵）

図 ２ 　plaplax　このこは だあれ？　２０２４年図 １ 　plaplax　みんな の こんにちは　２０２４年

図 ４ 　いわさきちひろ　ロンドン橋がおちる　１９６６年

図 5 　いわさきちひろ　木の葉のなかの少女　１９６６年

図 3 　plaplax　ふ _ た _ り のベンチ　２０２４年

図 ６ 　plaplax　だぁ・いー・あ！ローグ　２０２４年

図 7 　plaplax　スー ぽん タン しーん　２０２４年
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●活動報告

＊Webマガジン『artscape』で全文を読むことができます。　７月１７日公開（DNP大日本印刷株式会社・発行　URL＝https://artscape.jp/article/１７２６８/

小学生親子を対象に開催した、アーテ
ィストの岩田とも子さんによるワークシ
ョップのようすを紹介します。�（藤澤恵）
はじめに、ちひろの描いた小さな生き
ものの絵を見て、描かれた虫たちが住む
世界はどんなふうに広がっているかを想
像してみました。外の世界を予想したの
ち、実際に美術館から出て自然物を採集
しました。近くの公園に向かって、みち
くさしながら進みます。通りがかった畑
ではワークショップを開催した日（母の
日）と関係の深い植物に出会いました。

ハハコグサという黄色い花を咲かせる草
です。その他にも道端の植物について岩
田さんの解説を受けながら「いろんな色
のもの」「いろんな形の葉っぱ」「やわらか
いもの」など採集の手がかりが書かれた
リストを持って歩きました。公園では木
の幹と同じ色の虫なども見つけました。
再び美術館に戻り、採集したものを、

今度は虫眼鏡で覗きました。「文字通り
虫の気持ちになって見ることができるか
もしれないよ」と岩田さん。
次はいよいよ虫たちの公園づくりで

す。観察をもとに、虫たちが楽しく過ご
せる空間を紙の上に表現しました。もし
虫たちが遊ぶなら遊具はどんな素材なの
か、どんな虫たちが来るのかも自分たち
で考えます。制作には色紙をコラージュ
する手法や色鉛筆を用いました。切った

紙を動かしてみて、虫たちが行き来する
ところを想像して位置を決めたり、採集
した木の実を作品に貼り付けたり、さま
ざまな工夫がみられました。最後には、
虫たちがどう遊ぶのか、みちくさするな
かで見つけ作品に登場させた草花など、
自分の作品について発表しました。
参加者からは「花や草を集めるだけな

のかな？と思っていたが、アーティスト
といっしょに作品化できたのが良かっ
た」などの声が寄せられました。

５ /１２（日）ワークショップ「虫たちの小さな公園づくり―みちくさと表現―」
「いわさきちひろ�ぼつご ５０ ねん　こどものみなさまへ　あれ　これ　いのち」関連イベント

当館のロゴなどのアートディレクショ
ンを手がけてきたグラフィックデザイナ
ーの佐藤卓さんと、「いわさきちひろ　ぼ
つご５０ねん　こどものみなさまへ」の展
覧会のディレクターを務める plaplax（近
森基さんと小原藍さん）が、本展をとお
して発見したちひろの新しい魅力につい
て語り合いました。� （上島史子）
近森　「みんな　なかまよ」展では、観
客参加型の作品《だぁ・いー・あ！ロー
グ》（P ３ 　図 ６）をつくりました。円
卓のまわりで声を出すと、それが絵の具
やパステルの線に変換されるんです。ひ
とつのテーブルを囲んで、いろんな人た
ちが対話する。そこから平和が始まるん
じゃないかというようなことを考えまし
た。この作品では、ちひろさんの水彩画
とパステル画のなかで、よく使われてい
る色を ８色抽出して使っています。それ
ぞれの画材と色の組み合わせによって、
色と色（声と声）が混ざり合ったり、逆
に混ざり合わないというような、色どう
しの関係性を考えて全部の色の組み合わ
せをプログラミングしています。そうす
ると、色が会話しているように見えてく
るんです。引き寄せられたり、逆に弾き
合うようなこともあって、それが人の関
係性のようにも見えてくる。それを含め
て「対話のテーブル」なんです。
佐藤　plaplaxさんは本当にいわさきち
ひろの絵をよく分析して、理解して、そ
れを体験型の展示にしてくれてるんです
ね。plaplaxさんならではの抽出の仕方、
そのやり方にすごくオリジナリティがあ
って、だれも見たことがない、体験した

ことがないものになってる。勝手に解釈
して作品をつくってるわけではない。
近森　それは卓さんのデザインマインド
に影響を受けていると思います。「ちょう
どいい」ものづくりの考え方や、いかに自
己主張しないようにつくるかということ
がデザインだ、ということとか。僕たちの
作品を見てほしいというより、いわさき
ちひろを理解するための入り口をどうつ
くったらいいか。ちょっとデザイン寄り
な立ち位置だといえるかもしれません。
佐藤　plaplaxさんの参加型の作品に触
れると、なんなんだろうこの優しさはっ
ていつも思うんですよ。向こうから力で
ねじ伏せられるのではなく、つい入って
いきたくなるような入り口をつくってく
れている。自然と体が動いちゃったみた
いな。アフォードされている感じ。
近森　松本猛さんがおっしゃっていたん
ですけど、普通は作家が亡くなるとそこ
でもう新しい作品が生み出されなくな
る。でも、今の人たちがちひろの作品を
素材として扱うことで、新しい時代をち
ひろが生きてくれる。それがすごく嬉し
いと。そこで、僕は正直ほっとしたんで
す。ちひろさんの絵を使ってこんなこと
しちゃっていいんだろうかと、すごくド
キドキしてたんです。ちひろさんがメデ
ィアをどうとらえていたかを考えること
も、映像をつくるときのヒントになりま
した。例えば、『となりにきたこ』の絵
は、表紙では、男の子が左にいて、女の
子が右にいるんですが、なかのページで
は逆向きなんです。ちひろさんは印刷メ
ディアをゴールとして見据えてるから逆

版もＯＫなんです。絵本作家ならではの
絵の扱い方を考えることが、ちひろさん
の絵を扱うときの自由度を決めることに
繋がっていると思います。
《スー�ぽん�タン�しーん》（P ３ 　図 7）
では、スクリーンの前に木製の ４つのイ
ンターフェイスがあります。それぞれ触
れると、バイオリン、太鼓、ピアノ、波
の音なんかの環境音と同時に、ちひろさ
んの絵も出るようになっています。つま
り、音のセッションをしながら、ちひろ
さんの新しい絵が瞬間瞬間生まれてく
る。たくさん重なったときに不協和音に
なるのを避けるため、色や画材、絵の出方
もグループで分けて、全体が調和してな
んとなくひとつの絵になるようにプログ
ラムしています。このインターフェイス
も、自分で木をノミで削ってつくりまし
た。「平和」が展覧会のテーマだったので、
いろんな人が参加できるようにしたかっ
た。触れる彫刻のような、目が見えない方
でも楽しめるものが欲しいと思って。
佐藤　それはとても大切なことだね。い
まや小さいころからスマホやタブレット
でなんでもやるけど、それと同時に虫に
出会ったり、木を削ったり、身体性を同
時に会得していかないと、頭だけで世の
中を動かす人に育ってしまう。展覧会場
では、デジタルかアナログかは関係なく
て、両方が空間に溶け込んでいたものね。
どうしたら、かつて私たちが経験してい
た環境をこの時代に変換して、準備でき
るかが、大人の責任としてあると思うん
です。plaplaxさんがつくる体験の空間
はそのためのひとつの方法だと思う。

６ /２４（月）plaplax+ 佐藤卓「いわさきちひろ�ぼつご ５０ ねん」あそびながら生まれなおす
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ひとこと
ふたこと
みこと

７月１４日（日）
絵のなかにもぐりこんだよう‼
 前田祥臣
７月１９日（金）
母とともに電車に揺られ、やって
来ました。閑静な住宅街のなかに
あらわれた美術館は、まるで子ど
もが夢みた秘密基地のようでし
た。水彩やクレヨンで描かれた世
界は、いくつになっても「子どもの
ころの記憶」を呼び覚まします。と
ても幸せな気持ちになりました。
７月２８日（日）
目の前のカレンダーには、キーウ
の絵。子どもたちが笑顔でいられ
る世界をつくるのは、大人の責任
ですね。ひとりひとり、微力では
あるけれど無力ではないと信じた
いです。もうすぐ、日本にも暑い暑
い ８ 月がやってきます。 T.H.

８月４日（日）　　
中国の小学校の美術教師です。
『窓ぎわのトットちゃん』でいわ
さき先生の作品を見て夢中にな
り、初めての日本旅行のスケジュ
ールに、ちひろ美術館を入れまし
た。いわさき先生の作品を拝見
し、子どもへの愛がよくわかり、
とても勉強になりました。いわさ
き先生の作品を好きになってよか
ったです。これからも、いわさき
先生と同じように、子どものため
に、愛をこめて、仕事をしたいと
思います。いわさき先生、本当に
ありがとうございます。 レオ
８月６日（火）
初めて来ました。聴こえないばあ
ばのふたり旅。子どものあどけな
い笑顔の美しさにひかれました。
地元で、手話による絵本の読み聞

かせをしている私たちも、ちひろ
さんのあふれる愛情に負けないよ
う（いや、「目指して」のほうが
正しいかも）、手話を表情豊かに
美しく表現したいと、思いを新た
にしました。 Sayaka.O
８月２１日（水）
3 歳の娘とふたりで来ました。ゆ
っくり見ることはできませんが、
娘はお部屋ごとに楽しみを見つ
け、「つぎにいかない―！」と言
っていました。
８月３１日（土）
中 ２ 生成、小 ４ いろはと 3 人、夏
休み最後のイベントとして、大好
きなちひろさんの絵を見に。こう
して 3 人で歩くのはもう少し。今
日、今のひとときを大切に大切に
したい。好きなこと、大切なことの
話をしながら。 ママパティシエ

美術館
日記

５月１０日（金）
「また来ちゃった！」お昼過ぎの
館内で、女の子 3 人組から元気な
声が。先日、図工の授業で鑑賞に
来た近隣の小学生が、再び来館し
てくれた。「あれ？学校は？」と
聞くと「今日は ４ 時間授業だか
ら」「子どもはタダだし！」とに
っこり。「こどものみなさまへ」と
題した展示に子どもたちだけで遊
びに来てくれたことがうれしい。
７月２６日（金）
「ちひろが育てていた花を」とい
う園芸ボランティアの方からの提
案で、この夏は種から育てた濃い
紫色の朝顔が庭を彩っている。
「朝顔が五つ咲き、小雨がぱらつ
いて朝をむかえました。」ちひろ
が絵本のあとがきで語ったよう
に、毎朝可憐な花をつける朝顔
に、本格的な夏の訪れを感じる。

８月８日（木）
いわさきちひろがこの世を去って
5０年となるこの日、両館で「ちひろ
忌」を開催。館内にちひろの写真を
飾り、ちひろが絵に込めた世界中の
子どもたちの幸せと平和を願う気
持ちを来館者と共有した。東京館の
アトリエトークには定員を上回る
申し込みがあり、ブログや SNS に
掲載したちひろのひとり息子・松本
猛のメッセージ動画には、１００件を
超えるコメントが寄せられた。今
なお世界では、戦火が止むことはな
いが、ちひろの絵に共感する人々
の 気 持 ち に 勇 気 づ け ら れ た。

８月１８日（日）
「子どものための鑑賞会」に、 3 ～

６ 歳の子どもと保護者 ８ 組が参加
した。講師とともに展示室をめぐ
り、気になった作品と、その理由を
記録していく。ちひろの作品「貝を
ならべる少年」を選んだ 3 歳の男
の子は、「とげとげがあるのが好
き！」と回答。よく見てみると、さ
まざまな形の貝がらのなかに、ち
ゃんととげのある巻貝があり、子
どもの視点の細やかさに驚いた。

「初めて親子で来た美術館で、たく
さん好きな絵を教えてくれてうれ
しかった」「定期的に参加したい」
と感想が寄せられた。

いわさきちひろ
「ロウソクなどを手に
歩く８人の子ども」

（１９５０年代前半・右図）

２０２3年１０月、美術館に １ 通のメ
ールが届きました。２０年以上前に
他界されたお父さまの遺品をあら
ためて整理したところ、いわさき
ちひろの作品を見つけた、とのこ
と。拝見すると、これまで当館で
も把握していなかった初期の作品
４ 点で、１９5０年代前半の画風を知
る上でとても貴重なものでした。

「療友通信」の現物は見つかっ
ておらず、発行期間や部数、どの
ように頒布されていたかなど詳細
は不明です。残された日記などか
らご遺族が推測するに、お父さま
が結核療養所に係わるボランティ
ア活動の一環で、有志で発行して
いた同人誌のような冊子だったと
いいます。

ちひろが発行者へ宛てたはがき
２ 枚もいっしょに発見されまし
た。「この度療友通信お送里いた
ゞきまして有難うございます。こ
んどの表紙は前のよりずっとよく
可愛く印刷できておりましたので
大変嬉しうございました。（中
略）また療友通信向きのものがで
きましたらお送里いたします。あ
の通信はとても楽しいもので、私
などときどきいろゝな人の文をよ
み、むかしの自分のことを思い出
したりしてなつかしい気持ちにな
ります。」（原文ママ１９53年 ９ 月２４
日消印のはがきより・左図）

西宮在住だった発行者は、どの
ようにちひろと出会い、仕事を依
頼したのでしょう。度重なる引っ

越しや阪神淡路大震災での避難所
生活などをくぐり抜け、7０年もの
間大切に保管されてきた、これら
の作品資料。ご遺族からの寄贈を
受け、初夏から秋にかけて安曇野
館で展示、東京館でも今後の展覧
会で紹介する予定です。（中平洋子）

新収蔵
作品紹介⑨
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まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始
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美術館だより　No.83   発行2015年7月1日

CONTENTS 〈展示紹介〉〈企画展〉はじめてみる、ちひろの世界。いわさきちひろ×佐藤卓＝展／ちひろ美術館コレクション　衣装あれこ
れ涯世界の絵本展…許距鋸
〈活動報告〉２０１６年「夏トットちゃんの広場」オープン・プレイベント…鋸
ちひろを訪ねる旅５８／ひとことふたことみこと／美術館日記…漁

●展示室1・2・多目的ギャラリー　他

安曇野ちひろ美術館
美術館だより

No.83
2015.7.1

ＩＳＳＮ １８８４−７７３０

毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

■手話通訳つきギャラリートーク
〇日時：１２月 ７ 日（土）１４：００～１４：３０
〇定員：１５名
〇参加費：無料（入館料別）
〇申し込み：要事前予約（１１／ ７ より公式サ
イト、℡．にて）

掲載内容は予告なく変更する場合があります。最新情報につきましては、公式サイトをご覧いただくか、お電話にてお問い合わせください。
TEL.０３―３９９５―０６１２　chihiro.jp 

宇 ちひろ通信_東京_表面東京 CMYK

INFORMATION

〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。

美術館だより　No.190   発行2015年7月21日

CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

ちひろ美術館・東京イベント予定 各イベントのご予約・お問い合わせは、ちひろ美術館・東京イベント担当へ。

■アートリップ：アートの旅
〇日時：１１月２１日（木）１４：００～１５：００
〇講師：松尾真紀子（Arts Alive 認定アートコンダクター）
〇定員： ４ 組
〇参加費：無料（入館料別）
〇対象：認知症の方とそのご家族や介護の方
〇申し込み：要事前予約（１０／２１より公式サイト、℡．にて）

■紙の葉っぱをつくろう with　「みんな　なかまよ」展

〈展覧会関連イベント〉

「みんななかまよ」展の企画協力者である塩瀬氏と、おもちゃ作家の
佐藤蕗さんと、葉っぱをテーマにワークショップを行います。
〇日時：１１月３０日（土）１０：００～１２：００／１４：００～１６：００
〇講師： 佐藤蕗（子どもの手づくりおもちゃ作家）、 

塩瀬隆之（本展企画協力者）
〇定員：各回　１０組　〇参加費：無料（入館料別）
〇対象：小学生と保護者
〇申し込み：要事前予約（１０／３０より公式サイト、℡. にて）

■出張「子育てのひろば」
展覧会を見る前後に、「こどもの部屋」で遊んだり、保育の専門家と
おしゃべりしたりしませんか。
〇日時：１１月１９日（火）１０：００～１５：００
〇参加費：無料（入館料別）
〇申し込み：不要
〇協力：特定非営利活動法人　手をつなご

●わらべうたあそび
〇日時：１１月１６日（土）１１：００～１１：４０
〇講師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
〇定員： ８ 組１６名
〇参加費：無料（入館料別）
〇対象： ０ ～ ２ 歳児と保護者
〇申し込み：要事前予約（１０／１６より公式サイト、℡．にて）

〈会期中のイベント〉

■ワークショップ　ひとりひとりの１ページ
工作絵本をつくろう
今までで、とってもうれしかったこと、楽しかったことをテーマに、
工作絵本をつくります。
〇日時：１２月２１日（土）１０：３０～１２：００
〇講師：冨田めぐみ（ＮＰＯ法人赤ちゃんからのアートフレンドシッ
プ協会　代表理事）
〇定員： ８ 組　〇参加費：無料（入館料別）
〇対象：外国語を母語とする ３ ～１２歳児と保護者
〇申し込み：要事前予約（１１／２１より公式サイト、℡．にて）

●ギャラリートーク
〇日時：毎月第 １ ・ ３ 土曜日　１４：００～１４：３０
〇参加費：無料（入館料別）
〇申し込み：不要
※１２月 ７ 日は手話通訳つきのため、要事前予約

●絵本のじかん
〇日時：毎月第 ２ ・ ４ 土曜日　１１：００～１１：３０
〇参加費：無料（入館料別）／申し込み：不要
〇協力：ＮＣＢＮ（ねりま子どもと本ネットワーク）

●成人の日特典
２０２５年 １ 月 ２ 日（木）から１３日（月）まで、新成人の方は無料でご入
館いただけます。

●松本猛ギャラリートーク
ちひろのひとり息子である松本猛（ちひろ美術館・常任顧問）が、展
覧会の見どころや、母・ちひろの思い出を話します。
〇日時：１２月２２日（日）１４：００～１４：３０
〇参加費：無料（入館料別）
〇申し込み：不要

■：文化庁　令和６年度 Innovate MUSEUM 事業

● plaplax　アーティスト・トーク 
「いわさきちひろの魅力と秘密」
本年、展覧会「いわさきちひろ　ぼつご５０ねん　こどものみなさまへ」
のディレクターを務めたおふたりに、その舞台裏や、展覧会の準備を
とおして感じたちひろの新たな魅力を伺います。
〇日時：１２月１５日（日）１４：００～１５：３０
〇講師：近森基＋小原藍（plaplax）
〇聞き手：福田幹（編集者、アートコーディネー
ター）
【ちひろ美術館・東京　図書室】
〇定員：３０名　〇参加費：１，０００円（入館料別）
【オンライン】
〇定員：８０名　〇参加費：７００円
〇申し込み：要事前予約（１１／１５より公式サイト、℡．にて）

plaplax ポートレート

〈予告〉
「いわさきちひろ写真資料目録」（１０月末完成予定）
A ４ ／２４０ページ／モノクロ＆カラー／初版５００部
ちひろ美術館で収蔵する、いわさきちひろの写真資料約５０００枚のなか
から約２０００枚を掲載予定


